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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第８期

第３四半期連結
累計期間

第９期
第３四半期連結
累計期間

第８期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 21,337,503 13,823,305 28,117,871

経常利益（千円） 1,880,067 702,775 2,598,065

四半期（当期）純利益（千円） 1,528,502 664,529 54,553

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,346,913 587,180 △136,651

純資産額（千円） 12,323,054 11,409,881 10,839,475

総資産額（千円） 36,213,785 28,787,556 33,370,184

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.45 9.76 0.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.0 39.6 32.5

　

回次
第８期

第３四半期連結
会計期間

第９期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
2.63 1.58

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第８期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、第１四半期連結累計期間において、報告セグメントを以下のとおり変更しております。

従来、宮地鐵工所（株式会社宮地鐵工所及び宮地技工株式会社）と宮地建設工業（宮地建設工業株式会社、宮地建

設株式会社及びエム・ケイ・エンジ株式会社）の２つを報告セグメントとしておりましたが、平成23年３月31日付で

株式会社宮地鐵工所と宮地建設工業株式会社が合併したため、橋梁事業と建設事業の２つに変更しております。

「橋梁事業」とは、合併新会社である宮地エンジニアリング株式会社の橋梁事業本部（旧株式会社宮地鐵工所）

で、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の設計・製作・

現場施工、その他鋼構造物の製作・現場施工、ＦＲＰ構造物の販売等を行っております。

「建設事業」とは、宮地エンジニアリング株式会社の建設事業本部（旧宮地建設工業株式会社）及び宮地建設株式

会社で、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の現場施工、

プレストレストコンクリート橋梁、その他土木事業、大空間・超高層建築物、鉄塔、煙突、工場建物、既設構造物の耐震

・免震工事等を行っております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響などにより依然として厳しい状況のな

か、生産などに緩やかな持ち直しの動きが見られますが、欧州の政府債務危機を背景とした海外経済の減速や円高

の進行・株価の変動、デフレの影響などにより、景気は依然として不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの主力事業である橋梁につきましては、当第３四半期連結累計期間の総発注量は持ち直しつつある

ものの、激しい受注競争から価格面は引き続き厳しい状況が続きました。

このような環境下、当社グループは、合併新会社の宮地エンジニアリング株式会社が有する製作・架設力などの

総合エンジニアリング力を最大限活かし、合併シナジーを早期に発揮し、道路橋などの公共事業、鉄道橋・鉄構など

の民間事業、合成床版などのＦＲＰ事業、保全・補修事業および海外事業に注力し、受注、売上、利益の安定確保の施

策を継続的に推進しております。

当第３四半期連結累計期間の受注高につきましては、厳しい受注競争から引き続き橋梁の価格が低水準で推移

し、民間工事も低迷するなか、積極的に営業活動を展開した結果、133億20百万円（前年同期比25.1％増）となりま

した。

売上高につきましては、手持ち工事量が減少したことおよび一部工事の遅れなどから、138億23百万円（同35.2％

減）となりました。

損益につきましては、引き続き生産の効率化ならびに外注費・労務費をはじめとした全社挙げてのコスト削減の

施策効果はあったものの、売上高の減少の影響は大きく、営業利益は６億73百万円（同64.6％減）、経常利益は７億

２百万円（同62.6％減）、四半期純利益は６億64百万円（同56.5％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（橋梁事業）

受注高につきましては、厳しい受注環境が続いたことから、56億28百万円（同2.1％増）となりました。

売上高につきましては、前連結会計年度末の手持ち工事量の減少および一部工事の遅れなどから、77億97百万円

（同44.5％減）となりました。

損益につきましては、売上高の減少などから、営業利益は１億８百万円（同87.6％減）となりました。

（建設事業）

受注高につきましては、厳しい受注環境が続きましたが、積極的に営業活動を展開した結果、76億69百万円（同

50.5％増）となりました。

売上高につきましては、前連結会計年度末の大口案件の減少および一部工事の遅れなどから、60億26百万円（同

16.8％減）となりました。

損益につきましては、売上高の減少などから、営業利益は５億58百万円（同50.5％減）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、36百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、橋梁事業の生産及び販売の実績が著しく減少しました。

これは、手持ち工事量の減少などによるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 276,778,000

計 276,778,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 69,194,543 69,194,543
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 69,194,543 69,194,543 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 69,194 － 3,000,000 － 2,597,947

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,100,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 67,783,000 67,783 －

単元未満株式 普通株式 311,543 － －

発行済株式総数 69,194,543－ －

総株主の議決権 － 67,783 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が２個含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

宮地エンジニアリンググ

ループ㈱

東京都中央区日本橋

富沢町９番19号
1,100,000 － 1,100,000 1.59

計 － 1,100,000 － 1,100,000 1.59

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
経理部長
兼企画部長

取締役 経理部長 越後屋秀博 平成23年７月１日

 

EDINET提出書類

宮地エンジニアリンググループ株式会社(E01461)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 6,254,434 5,193,820

受取手形・完成工事未収入金 11,939,050 8,556,227

未成工事支出金 339,717 400,733

その他 611,622 810,689

貸倒引当金 △6,950 △7,250

流動資産合計 19,137,875 14,954,220

固定資産

有形固定資産

土地 8,374,729 8,374,729

その他（純額） 2,749,983 2,866,032

有形固定資産合計 11,124,712 11,240,762

無形固定資産 170,874 180,851

投資その他の資産

投資有価証券 2,625,200 2,159,909

その他 414,411 332,317

貸倒引当金 △102,890 △80,505

投資その他の資産合計 2,936,721 2,411,722

固定資産合計 14,232,309 13,833,335

資産合計 33,370,184 28,787,556

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 6,311,894 3,732,980

短期借入金 8,760,000 7,967,740

未払法人税等 60,249 35,766

未成工事受入金 770,811 394,227

工事損失引当金 944,200 733,300

その他の引当金 327,910 174,647

その他 1,177,778 306,002

流動負債合計 18,352,842 13,344,663

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 2,504,337 2,213,913

退職給付引当金 1,486,621 1,464,099

その他の引当金 49,037 41,701

その他 137,870 313,296

固定負債合計 4,177,866 4,033,011

負債合計 22,530,709 17,377,674
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 3,746,234 3,746,234

利益剰余金 1,020,762 1,668,624

自己株式 △222,739 △222,846

株主資本合計 7,544,257 8,192,013

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 155,621 △212,151

土地再評価差額金 3,139,596 3,430,019

その他の包括利益累計額合計 3,295,217 3,217,868

純資産合計 10,839,475 11,409,881

負債純資産合計 33,370,184 28,787,556
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

完成工事高 21,337,503 13,823,305

完成工事原価 18,146,174 12,029,574

完成工事総利益 3,191,329 1,793,730

販売費及び一般管理費 1,287,268 1,120,574

営業利益 1,904,061 673,156

営業外収益

受取利息 2,698 1,672

受取配当金 53,462 79,794

スクラップ売却益 29,890 60,154

貸倒引当金戻入額 － 22,385

その他 48,134 26,205

営業外収益合計 134,185 190,212

営業外費用

支払利息 103,485 87,891

シンジケートローン手数料 21,250 －

異常操業損失 － 59,849

その他 33,443 12,852

営業外費用合計 158,179 160,593

経常利益 1,880,067 702,775

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,184 －

完成工事補償引当金戻入額 2,000 －

固定資産売却益 1,392 4,541

投資有価証券売却益 131,006 －

受取保険金 － 45,015

その他 16,099 －

特別利益合計 159,682 49,556

特別損失

災害による損失 － 46,988

事業構造改善費用 86,769 －

生産調整損失 67,540 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 57,086 －

その他 33,177 6,747

特別損失合計 244,575 53,736

税金等調整前四半期純利益 1,795,174 698,595

法人税、住民税及び事業税 424,885 38,126

法人税等調整額 △158,213 △4,060

法人税等合計 266,671 34,065

少数株主損益調整前四半期純利益 1,528,502 664,529

四半期純利益 1,528,502 664,529
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,528,502 664,529

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △181,588 △367,773

土地再評価差額金 － 290,423

その他の包括利益合計 △181,588 △77,349

四半期包括利益 1,346,913 587,180

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,346,913 587,180
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

持分法適用の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、株式会社エム・アイ・シーは、持分法の対象から除いても連結財務諸表におよぼす影響

が軽微であり、かつ、全体としても重要性がなくなったため、持分法の適用範囲から除外しております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
 
（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の40.5％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計

年度に解消が見込まれる一時差異については38.01％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込ま

れる一時差異については35.64％となります。この税率変更による損益への影響は軽微であります。

 

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 284,845千円 減価償却費 256,365千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３

橋梁事業 建設事業

売上高       

外部顧客への売上高 14,057,1997,240,60339,69921,337,503－ 21,337,503
セグメント間の内部
売上高又は振替高

332,4931,314,598908,8532,555,944△2,555,944 －

計 14,389,6928,555,201948,55323,893,447△2,555,94421,337,503

セグメント利益 873,3761,128,2264,8782,006,481△102,4201,904,061

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）及び重要性が乏しい子

会社であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去10,345千円及び全社費用△112,766千円で

あります。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３

橋梁事業 建設事業

売上高       

外部顧客への売上高 7,797,2566,026,77723,44013,847,474△24,16913,823,305
セグメント間の内部
売上高又は振替高

308,166308,4541,021,9161,638,537△1,638,537 －

計 8,105,4236,335,2311,045,35715,486,011△1,662,70613,823,305

セグメント利益 108,080558,8206,608673,509△353 673,156

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）及び重要性が乏しい子

会社であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、工事進行基準売上高の調整額及びセグメント間取引消去であります。

(2）セグメント利益の調整額は、工事進行基準利益の調整額4,891千円、セグメント間取引消去

93,834千円及び全社費用△99,078千円であります。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、従来、宮地鐵工所と宮地建設工業の２つを報告セグメントとしておりましたが、平成23年３月31

日付で株式会社宮地鐵工所と宮地建設工業株式会社が合併したため、第１四半期連結累計期間より、橋梁

事業と建設事業の２つに変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間について変更後の区分方法により作成した報告セグメントごとの売上

高及び利益又は損失の金額に関する情報は、「Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年12月31日）」に記載しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 22円45銭 9円76銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,528,502 664,529

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,528,502 664,529

普通株式の期中平均株式数（千株） 68,096 68,094

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月９日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森口　博敏　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリ

ンググループ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成23年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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